
�����������

�	
�� ���������������	
�

��������

������
���	
�����������������	

�
���������

�����������	


����������

������ ��������




���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

			

�
芸
術
は
爆
発
だ
�
の
名
言
で
知
ら
れ
る
岡
本
太
郎

(

一
九
一
一－

九
六)

は
、
戦
後
の
芸
術
界
や
日
本
社
会

の
み
な
ら
ず
、
世
界
に
向
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
創
作

活
動
を
展
開
し
た
日
本
を
代
表
す
る
芸
術
家
で
す
。
そ
の

活
動
は
絵
画
・
彫
刻
・
染
色
・
陶
芸
・
デ
ザ
イ
ン
・
写
真
・

評
論
な
ど
多
岐
に
渡
り
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
革
新
的

な
業
績
を
残
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
太
郎
の
没
後
十
年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。

メ
キ
シ
コ
で
発
見
さ
れ
、
日
本
で
の
修
復
作
業
を
終
え
た

壁
画

｢

明
日
の
神
話｣

が
、
七
月
八
日
か
ら
八
月
末
ま
で

東
京
で
一
般
公
開
さ
れ
る
な
ど
、
全
国
的
に
も
機
運
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
改
め
て
太
郎
芸
術
を
紹
介
す
る
と
共
に
、

父
で
漫
画
家
の
一
平
と
母
で
歌
人
・
小
説
家
で
あ
っ
た
か

の
子
に
関
す
る
資
料
も
あ
わ
せ
て
約
一
八
〇
点
を
展
示
し

ま
す
。

ま
た
、
会
期
中
は
親
子
で
楽
し
め
る
よ
う
な
催
し
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
今
な
お
強
烈
な
存
在
感
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
放
出
し
、
各
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
家
や
若
者
た
ち
に
影
響

を
与
え
続
け
る
岡
本
太
郎
と
そ
の
芸
術
を
、
是
非
こ
の
節

目
の
年
に
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
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岡
本
太
郎
は
、
こ
の
親
に
し
て
生
ま
れ
た｣

と
も
言

わ
れ
る
。
漫
画
家
で
あ
り
、
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
も
幅
広
く
活
躍
し
た
父
・
一

平
。
歌
人
、
小
説
家
と
し
て
活
躍

し
た
母
・
か
の
子
。
そ
の
二
人
が

太
郎
に
与
え
た
影
響
は
、
決
し
て

少
な
く
は
な
い
。

太
郎
は
生
前

｢

私
が
今
考
え
て
父
母
に
感
謝
す
る
こ
と

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
父
も
、
母
も
、
世
間
一
般
の
親
と
し

て
は
ま
っ
た
く
落
第
だ
っ
た
が
、
常
に
対
等
な
友
人
の
よ

う
に
、
人
間
同
士
と
し
て
扱
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
る｣

(『

一
平
か
の
子』

チ
ク
マ
秀
版
社)

と
語
っ
て
い
る
。
こ

の
親
子
の
関
係
は
、
凡
人
に
は
簡
単
に
理
解
で
き
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
が
、
目
に
は
見
え
な
い
強
い
絆
で
結
ば
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

生
前
、
か
の
子
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
悪
評
だ
っ
た
。
し

か
し
、
そ
れ
ら
は
何
か
、
か
の
子
独
特
の
美
意
識
に
よ
っ

て
貫
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
書
家
・
版
下
作
り
の
名
人
で
、

北
大
路
魯
山
人
が
弟
子
入
り
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
岡

本
可
亭
を
父
に
持
つ
一
平
は
、
記
者
時
代
に
ユ
ニ
ー
ク
な

風
刺
漫
画
を
描
き
、
軸
物
な
ど
も
独
自
の
味
わ
い
が
あ
る
。

妥
協
せ
ず
、
型
に
は
ま
る
こ
と
な
く
お
互
い
に
対
等
に

歩
み
続
け
た
芸
術
家
・
か
の
子
と
一
平
の
一
端
を
、
一
部

の
資
料
を
通
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

�
�

�
�
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�

昭
和
四
年

(

一
九
二
九)

、
一
平
の
海
軍
軍
縮
会
議
の

取
材
の
折
、
か
の
子
の

｢

ど
う
せ
絵
の
修
行
な
ら
本
場
の

パ
リ
で｣

と
い
う
一
言
で
、
か
の
子
と
共
に
太
郎
も
同
行

す
る
こ
と
に
な
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
へ
向
か

う
両
親
と
別
れ
一
人
パ
リ
に
残
っ
た
。
そ
の
パ
リ
時
代
は
、

多
く
の
日
本
人
作
家
た
ち
と
は
異
な
り
、
た
だ
の
物
ま
ね

に
終
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
語
学
は
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
、

唱
歌
ま
で
勉
強
し
、
パ
リ
大
学
で
は
民
族
学
ま
で
修
得
し

た
の
で
あ
る
。

ピ
カ
ソ
の
抽
象
絵
画
に
衝
撃
を
受
け
た
太
郎
は
、
二
十

二
歳
で
ア
ル
プ
や
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
ら
が
活
動
す
る
純

粋
抽
象
組
織｢

ア
プ
ス
ト
ラ
ク
シ
オ
ン
・
ク
レ
ア
シ
オ
ン｣

に
参
加
す
る
。
た
だ
、
そ
れ
に
満
足
す
る
太
郎
で
は
な
か
っ

た
。
さ
ら
に
具
象
と
抽
象
が
絡
み
合
っ
た
独
自
の
世
界
を

生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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パ
リ
時
代
、
エ
ル
ン
ス
ト
や
ブ
ル
ト
ン
に
賞
賛
さ
れ
た

『

傷
ま
し
き
腕』

や

『

空
間』

な
ど
は
、
日
本
に
持
ち
帰
っ

た
後
戦
災
で
す
べ
て
焼
失
し
た
。
し
か
し
、
読
売
新
聞
の

美
術
記
者
・
海
藤
日
出
男
の
要
請
で
、
こ
の
二
点
を
含
む

四
点
が
新
た
に
制
作
さ
れ
蘇
っ
た
の
で
あ
る
。
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二
科
展
に
も
出
品
、｢

対

極
主
義｣

を
打
ち
出
す
一
方

で
、
挑
戦
的
な
発
言
で
異
端

児
扱
い
さ
れ
な
が
ら
も
、
決

し
て
屈
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。昭

和
二
十
五
年
に
制
作
し

た

『

森
の
掟』
は
、
彼
の
意

識
、
思
想
が
強
く
表
れ
た
代

表
作
の
一
つ
で
あ
る

(
本
冊

子
表
紙

『

森
の
掟』)

。
そ
の

後
も
、
己
の
内
か
ら
沸
き
あ
が
っ
て
く
る
も
の
を
、
時
に

は
傷
跡
を
付
け
る
よ
う
に
、
時
に
は
抽
象
と
具
象
を
絡
み

合
わ
せ
な
が
ら
描
き
続
け
た
の
で
あ
る
。
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岡
本
太
郎
は
、
画
家
と
し
て
よ
り
も
立
体
造
形
作
家
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

大
阪
万
博
で
観
衆
を
驚
嘆
さ
せ
た

『

太
陽
の
塔』
の
圧

倒
的
な
存
在
感
は
、
現
在
も
人
々
の
心
体
に
深
く
刻
み
込

ま
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

頭
に
線
香
を
挿
し
、
笑
っ

た
よ
う
な
顔
が
楽
し
い
父
・

一
平
の
墓
碑

『

顔』

、
一
方
、

天
に
向
か
っ
て
伸
び
た
母
・

か
の
子
の
文
学
碑

『

誇
り』

は
、
ま
さ
に
誇
り
高
き
作
品

で
あ
る
。
何
れ
に
も
、
太
郎
の
思
い
、
深
き
愛
が
感
じ
ら

れ
る
。
彼
の
彫
刻
や
工
芸
は
、
力
強
く
も
あ
り
、
実
は
極

め
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
作
品
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

太
郎
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
も
手
掛
け
て

い
る
。
顔
の
時
計
、
手
の
椅
子
、
マ
ス
ク
な
ど
様
々
で
あ

る
。
中
で
も

『

坐
る
こ
と
を
拒
否
す
る
椅
子』

は
挑
発
的

で
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
自
ら
棘
の
道
を
進
み
、
安
住
を
望

ま
な
か
っ
た
太
郎
自
身
の
よ
う
に
も
見
え
て
は
こ
な
い
だ

ろ
う
か
。

�
�

�
�

ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
見
た
い
も
の
を
見
、

触
り
た
い
も
の
を
触
り
、
や
り
た
い
こ
と
を
や
り
続
け
た

岡
本
太
郎
。
日
本
を
再
発
見
す
る
た
め
時
間
を
惜
し
ま
ず
、

全
国
を
駆
け
回
っ
た
。

一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
太
郎
は
パ
リ

時
代
、
マ
ン
・
レ
イ
に
写
真
を
学
び
、
ブ
ラ
ッ
サ
イ
と
は

親
友
だ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
目
は
、
人
間
の
一
瞬
の
表
情
を
見
逃
す
こ
と
な
く

的
確
に
捉
え
、
そ
れ
ば
か
り
か
空
気
や
感
情
、
す
な
わ
ち

そ
の
人
間
の
内
面
ま
で
も
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
の
に
は

驚
嘆
す
る
。

ま
た
、
東
京
国
立
博

物
館
で
�
縄
文
土
器
�

を
見
た
太
郎
は
衝
撃
を

受
け
、
そ
の
造
形
と
発

せ
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
写
真
に
お
さ
め
た
。

彼
に
と
っ
て
縄
文
土
器

は
、
魂
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
衝
撃
的
な
発
見
で
あ
っ
た
の
だ
。

※
③
〜
⑧
は
川
崎
市
岡
本
太
郎
美
術
館
蔵
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〈
日

時
〉
８
／
20

(

日)

午
後
２
時
〜

〈
演

題
〉｢

岡
本
太
郎
の
仕
事
と
人
と
な
り｣

〈
講

師
〉
村
田
慶
之
輔

(

川
崎
市
岡
本
太
郎
美
術
館
館
長)

〈
会

場
〉
当
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

(

聴
講
無
料)

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〈
日

時
〉
９
／
３

(

日)

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

〈
タ
イ
ト
ル
〉｢

宇
宙
人
東
京
に
現
わ
る｣

(

大
映
／
一
九
五
六
年)

〈
会

場
〉
当
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

(

入
場
無
料)

(

先
着
順
、
当
日
正
午
よ
り
整
理
券
を
発
行
し
ま
す)

太
郎
が
色
彩
指
導
し
、｢

パ
イ
ラ

人｣

の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
た
、
日

本
初
の
カ
ラ
ー
Ｓ
Ｆ
映
画
は
必
見
！

�
�
�
 
�!
"
#
$
%
�
&
�

子
ど
も
向
け
の
簡
単
な
鑑
賞
の
手
引
き

｢

知
っ
特○
太

郎｣

と
ク
イ
ズ

(

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
対
象)

を
用
意
。

ク
イ
ズ
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
太
郎
グ
ッ
ズ
な

ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

�
�
'
(
)
*
+
,
-
.
/
0
1
2
�

名
前
の
読
み
方
が

｢

タ
ロ
ウ｣

の
方
は
観
覧
無
料
！

さ
ら
に
、
同
伴
の
方
は
団
体
料
金
に
割
引
に
な
り
ま
す
。

※
お
名
前
を
証
明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

�
�
3
4
5
6
7
8
2
9
:
"
#
;
<
&
�

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
に
て
、
岡
本
太
郎
作
品
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
ピ
ン
バ
ッ
ジ
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
様
々
な

グ
ッ
ズ
を
販
売
し
ま
す
。

�
�
=
>
?
@
A
�
�
B
C
D
E
F
2
�

正
面
入
口
横
の
喫
茶
室
で
は
岡
本
太
郎
の
イ
メ
ー
ジ
で

特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
中
！
お
楽
し
み
に
♪
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池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン｣

は
七
尾
市
出
身
で
岐
阜
県
大

垣
市
を
拠
点
に
活
躍
し
た
経
済
人
で
あ
る
、
七
尾
市
名
誉

市
民
の
池
田
文
夫
氏

(

一
九
〇
七
〜
八
七)

が
、
美
術
に

対
す
る
高
い
見
識
と
深
い
愛
着
に
よ
っ
て
蒐
集
し
た
日
本

美
術
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

池
田
文
夫
氏
没
後
の
昭
和
六
十
三
年
か
ら
平
成
十
七
年

に
か
け
て
、
ご
遺
族
よ
り
七
尾
市
に
対
し
て
計
一
七
〇
点

の
作
品
が
寄
附
さ
れ
、
現
在
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
構
成
さ

れ
ま
し
た
。

｢

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン｣

は
当
館
所
蔵
品
の
中
核
と
し

て
、
開
館
以
降

｢

所
蔵
品
展｣

な
ど
で
公
開
し
て
き
ま
し

た
。本

展
で
は
そ
の
中
か
ら
工
芸
・
日
本
画
・
彫
刻
を
中
心

に
、
各
作
品
計
七
十
三
点
を
幅
広
く
紹
介
し
ま
す
。

池
田
文
夫
氏
が
掌
中
の
珠
と
し
て
愛
蔵
し
た
名
品
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
�

�

｢

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン｣

の
内
容
は
池
田
文
夫
氏
が
活

躍
し
た
岐
阜
県
美
濃
地
方
ゆ
か
り
の
陶
磁
器
が
中
心
で
、

特
に

｢

美
濃
焼｣

と
呼
ば
れ
る

｢

志
野｣

や

｢

織
部｣

な

ど
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
や
き
も
の
は
、

今
か
ら
約
四
〇
〇
年
程
昔
の
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前

期
に
か
け
て
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
は

非
常
に
奇
抜
な
も
の
が
多
く
、
現
在
の
私
た
ち
が
見
て
も

斬
新
な
印
象
を
受
け
ま
す
。
そ
こ
か
ら
は
自
由
な
雰
囲
気

の
中
で
生
き
た
桃
山
時
代
の
人
々
の
姿
が
見
え
て
く
る
様

で
す
。

こ
こ
で
は

｢

志
野｣

｢

織
部｣

を
は
じ
め
、
楽
焼
や
九

谷
焼
な
ど
様
々
な
や
き
も
の
を
展
示
予
定
で
す
。

ま
た
、
漆
工
や
金
工
、
竹
工
な
ど
様
々
な
工
芸
品
を
加

え
て
、
計
三
十
五
点
を
紹
介
し
ま
す
。

�
�

�

｢

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン｣

の
も
う
一
つ
の
特
色
と
し
て
、

近
現
代
に
活
躍
し
た
日
本
画
家
の
作
品
や
、
江
戸
時
代
中

後
期
に
制
作
さ
れ
た

｢

肉
筆
浮
世
絵｣

が
あ
り
ま
す
。

｢

肉
筆
浮
世
絵｣

は
絵
師
が
直
接
絵
筆
に
よ
り
一
点
一

点
描
い
て
彩
色
す
る
浮
世
絵
で
す
。
大
量
生
産
が
可
能
な

版
画
の
浮
世
絵
に
対
し
て
、
肉
筆
画
は
制
作
に
手
間
が
か

か
り
高
価
な
事
か
ら
、
高
級
浮
世
絵
と
し
て

｢

本
画｣

と

呼
ば
れ
ま
し
た
。
後
に
版
画
技
術
の
発
達
に
よ
り
鮮
や
か

な

｢

錦
絵｣

が
制
作
さ
れ
ま
す
が
、
や
は
り
肉
筆
画
に
は

適
わ
ず
、
版
画
が
一
般
に
普
及
し
た
後
も
肉
筆
画
は
描
か

れ
続
け
、
主
に
上
流
階
級
の
人
々
に
好
ま
れ
ま
し
た
。

今
回
は

｢

肉
筆
浮
世
絵｣

や
近
現
代
作
家
の
軸
装
日
本

画
、
書
な
ど
計
二
十
九
点
を
幅
広
く
紹
介
し
ま
す
。
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近
現
代
作
家
に
よ
る
木
彫
作
品
が
中
心
で
す
。

出
品
作
品
中
、『

木
彫
太
公
望』

は
岩
の
上
に
座
り
釣

糸
を
垂
れ
る
太
公
望
の
姿
を
木
彫
で
表
し
、
全
面
に
鮮
や

か
な
色
彩
が
細
か
く
丁
寧
に
着
色
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
作

品
は
平
櫛
田
中

(

一
八
七
二
〜
一
九
八
九)

が
八
十
九
歳

の
時
に
制
作
し
た
作
品
で
、
鋭
い
彫
り
な
ど
か
ら
は
、
老

い
を
感
じ
さ
せ
な
い
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

本
作
品
を
あ
わ
せ
、
計
九
点
の
彫
刻
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。

���
���

���
���

���
���

七
尾
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
モ
ン
ト
レ
ー
市

(

米
・
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州)

は

｢

世
界
３
大
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル｣
の
開
催
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

７
月
29
日

(

土)

七
尾
マ
リ
ン
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る

｢

モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(

Ｍ
Ｊ
Ｆ)

能
登
２
０
０
６｣

に
あ
わ
せ
、
平
成
８
年
に
モ
ン
ト
レ
ー

市
よ
り
七
尾
市
・
和
倉
温
泉
観
光
協
会
・
和
倉
温
泉
旅
館

協
同
組
合
に
友
好
の
記
念
と
し
て
贈
ら
れ
た
Ｍ
Ｊ
Ｆ
ポ
ス

タ
ー
を
選
抜
し
、
展
示
・
紹
介
し
ま
す
。

E
A
R
L
N
E
W
M
A
N

が
リ
ト
グ
ラ
フ
で
制
作
し
、
初

刷
り
が
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
に
も

収
め
ら
れ
て
い
る
貴
重
な
版
画
ポ
ス
タ
ー
な
ど
、
ジ
ャ
ズ

の
世
界
を
色
鮮
や
か
に
、
そ
し
て
躍
動
的
に
表
現
し
た
作

品
と
と
も
に
、
本
場
、
モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
40
年
以
上
に
わ
た
る
歴
史
を
こ
の
機
会
に
是

非
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

※
観
覧
料
は

｢

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
選
抜
展｣

と
共
通
料
金
で
す
。

�

�
�

�
�

�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
本
画
を
中
心
と
す
る
絵
画
の
公
募
展
で
、
石
川
県
内

外
か
ら
出
品
さ
れ
た
作
品
約
60
点
を
展
示
し
ま
す
。
若
手

か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
作
家
ま
で
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

〈
入
場
料
〉
無
料

〈
主

催
〉
日
創
会

(

代
表

丹
羽
俊
夫)

〈
共

催
〉
北
國
新
聞
社

〈
後

援
〉
石
川
県
・
石
川
県
教
育
委
員
会
・
七
尾
市
・

中
能
登
町
教
育
委
員
会
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
放
送

局
・
北
陸
放
送
・
テ
レ
ビ
金
沢
・
ラ
ジ
オ
な

な
お

〈
協

賛
〉
金
城
大
学

〈
連
絡
先
〉
三
宅
厚
史

�
０
７
６
７(

77)

１
３
６
８

�

���
�
�
 
�
!
"
#
$

�

���
�
�
%
&
'
(
#
)
�

�
	

����
*
�

����
	
+
,


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

こ
の
協
会
展
は
、
七
尾
港
ま
つ
り
協
賛
事
業
と
し
て
、

日
本
画
７
点
、
洋
画
19
点
、
彫
塑
５
点
、
工
芸
９
点
、
書

30
点
、
写
真
６
点
の
計
76
点
を
全
会
員
が
出
品
し
、
広
く

市
民
に
見
て
い
た
だ
き
、
研
鑽
と
高
揚
を
目
指
し
ま
す
。

〈
入
場
料
〉
無
料

〈
主

催
〉
七
尾
美
術
作
家
協
会

〈
後

援
〉
七
尾
市
・
七
尾
市
教
育
委
員
会
・
七
尾
商
工

会
議
所
・
北
國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お
・

テ
レ
ビ
金
沢
・
七
尾
市
文
化
協
会

〈
連
絡
先
〉
事
務
局
長

木
本
香
泉

�
０
７
６
７(

52)

４
０
１
１

-
.
/

0
1
2
3
4

�
	
5
�
�
*

6
4
�
�
7
�

演
目
は

｢

驟
雨｣

と

｢

モ
ノ
ロ
オ
グ｣

。
ど
ち
ら
も
舞

台
は
昭
和
元
年
の
東
京
。
主
人
公
達
は
20
歳
代
後
半
か
ら

30
歳
代
の
女
性
で
す
。
能
登
演
劇
動
と
は
異
な
る
雰
囲
気

で
の
無
名
塾
公
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

〈
入
場
料
〉
１,

０
０
０
円

〈
主

催
〉
演
劇
文
化
で
賑
わ
う
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会

〈
チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め
は
〉

パ
ト
リ
ア
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
石
川
県
七

尾
美
術
館
・
サ
ン
ビ
ー
ム
日
和
ヶ
丘
・
石
川

県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
・
能
登
演
劇
堂

〈
連
絡
先
〉(

財)

演
劇
の
ま
ち
振
興
事
業
団

�
０
７
６
７(

66)

２
３
２
３

�
�
�
8
9
:
;
<
=
<
>
?
@
A
B
C
D
E

F
G
H
3
6
I
J
K
B

�
	

����
�

6
4
�
�
�
�

��L
８
月
19
日

(

土)

20
日

(

日)

に
行
わ
れ
る
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
に
よ
る
公
開
レ
ッ
ス
ン
で
す
。
講
師

に
桐
朋
学
園
大
学
名
誉
教
授
の
寺
西
昭
子
先
生
を
お
招
き

し
て
、
課
題
曲
の
注
意
点
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
入
場
料
〉
１,

５
０
０
円

〈
主

催
〉
石
川
県
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
実
行

委
員
会

〈
後

援
〉(

財)

七
尾
市
公
共
施
設
管
理
公
社
・
七
尾
市

中
学
校
文
化
連
盟
・
七
尾
市
音
楽
教
育
研
究

会
・
能
登
ピ
ア
ノ
レ
ス
ナ
ー
会
・
㈱
開
進
堂

楽
器
・
北
國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

〈
連
絡
先
〉
同
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

(

ミ
ヤ
コ
音
楽
堂
内)

�
０
７
６
７(

53)
０
０
０
１

M
N
O
P
Q
R
E
S
B
T
U

�

���
V
W
4
X
)

�
	

����
�

6
4
�
�
�
�

��L

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
８
人
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
２
人
の
10
人

に
よ
る
演
奏
で
す
。
少
人
数
の
た
め
、
楽
譜
を
ア
レ
ン
ジ

し
て
、
工
夫
し
な
が
ら
練
習
し
ま
し
た
。
独
自
の
響
き
を

ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

〈
入
場
料
〉
無
料

〈
後

援
〉
七
尾
市
北
嶺
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

〈
主
催
・
連
絡
先
〉
七
尾
市
北
嶺
中
学
校

�
０
７
６
７(

58)

１
２
１
３

�
5
�
?
E
Y
E
C
Z
[
J
C
A
B
\
D
]

�
	

����
�

6
4
�
�
7
�

ピ
ア
ノ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
今
回
は
シ
ョ
パ
ン
の

曲
を
中
心
に
、
他
に
バ
ッ
ハ
、
ド
ビ
ッ
シ
ー
、
ラ
フ
マ
ニ

ノ
フ
も
演
奏
し
ま
す
。
休
日
の
午
後
の
ひ
と
時
を
音
楽
を

聴
い
て
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
来
場
下
さ
い
。

〈
入
場
料
〉
大
人
１,

０
０
０
円

小
学
生
以
下
７
０
０
円

〈
主

催
〉
Ａ
ｒ
ｂ
ｒ
ｅ

(

ア
ル
ブ
ル)

〈
後

援
〉
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
・
北
國
新
聞
社
・

ラ
ジ
オ
な
な
お

〈
連
絡
先
〉
谷

栄
美

�
０
７
６
７(

53)

１
１
２
４

�
�
^
_
`
a
P
b
c

d
e
f
g
h
i
j
k
l
m

�
	

����
n

6
4
�
�
�
�

��L

七
尾
市
内
在
住
の
高
齢
者
の
方
を
対
象
と
し
た
講
座
で
、

ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
に
よ
る
演
奏
の
鑑
賞
及
び
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
会
の
指
導
で
参
加
者
全
員
で
な
つ
か
し
い
歌

を
合
唱
し
ま
す
。

〈
入
場
料
〉
２
０
０
円

〈
主

催
〉
七
尾
市
生
涯
学
習
課

〈
連
絡
先
〉
三
枝

敦

�
０
７
６
７(

66)

２
３
４
３

�

�
�

�
�

�
�

�
�
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８
月
４
日
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
今
年
度

特
別
展
の
第
２
弾

『
岡
本
太
郎
展－

芸

術
に
挑
ん
だ
親
子
・
か
の
子
、

一
平
、
太
郎
。－

』

が
始
ま
り

ま
す
。
情
熱
的
な
作
品
た
ち
が
、
七
尾

美
術
館
の
夏
を
よ
り
熱
く
盛
り
上
げ
て
く

れ
そ
う
で
す
♪

さ
て
、
今
年
の

｢

友
の
会
鑑
賞
の
旅｣
は
そ
の

『

岡
本

太
郎
展』

開
催
を
記
念
し
て
、
み
な
ぎ
る
太
郎
パ
ワ
ー
と

圧
倒
的
な
存
在
感
を
体
感
す
べ
く

『

太
陽
の
塔』

(
万
博

記
念
公
園
内)

の
塔
内
見
学
を
メ
イ
ン
に
大
阪
方
面
を
訪

ね
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
見
学
先
は
、
大
阪
市
立
美
術
館
で
開
館

70
周
年
記
念
特
別
展
と
し
て
開
催
さ
れ
る

『

プ
ラ
ド
美
術

館
展－

ス
ペ
イ
ン
の
誇
り

巨
匠
た
ち
の
殿
堂－

』

で
す
。

同
館
学
芸
員
の
方
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
鑑
賞
す

る
予
定
で
す
の
で
お
楽
し
み
に
�
皆
様
か
ら
の
お
申
込
み

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�
�
�

９
／
24

(

日)

【
貸
切
バ
ス
利
用
・
日
帰
り
】

�
�
�
�
�
�

万
博
記
念
公
園
内

『

太
陽
の
塔』

、
大
阪
市
立

美
術
館

『

プ
ラ
ド
美
術
館
展』

な
ど
大
阪
方
面

�
	


�

１
２,

０
０
０
円
【
観
覧
料
・
昼
食
代
込
】

(

友
の
会
会
員
以
外
の
方
は
１
３,

０
０
０
円)

�
�

�
�

先
着
25
名

(

対
象
は
原
則
と
し
て
成
人)

�
�
�
�
�
�
�
�

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
７
／
８

(

土)

以
降
に
参
加

費
を
添
え
て
、
当
館
受
付
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�

��

�
 
!
(

七
尾
市
在
住)

私
の
楽
し
み
は
、
絵
や
彫
刻
を
観
る
こ
と
で
す
。
許
さ

れ
る
な
ら
ば
、
時
に
海
外
の
美
術
館
を
訪
ね
て
完
全
燃
焼

の
人
生
に
し
た
い
の
が
持
論
で
す
。
ま
ず
作
品
の
質
を
と

ら
え
る
目
を
、
そ
し
て
感
性
を
磨
く
こ
と
を
優
先
順
位
と

し
て
七
尾
美
術
館
の
会
員
に
な
り
ま
し
た
。

七
尾
美
術
館
の
列
品
は
、
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
、

長
谷
川
等
伯
の
作
品
の
数
々
、
地
元
作
家
の
作
品
等
最
高

の
美
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
目
と
足
を
止
め
さ
せ
る

作
品
が
隣
に
も
、
そ
の
隣
に
も
、
又
隣
に
も
並
ん
で
い
る

の
で
サ
ー
ッ
と
通
り
す
ぎ
る
こ
と
を
、
一
点
一
点
の
作
品

に
許
し
て
も
ら
え
な
い
の
で
す
。
一
作
品
の
背
景
に
隠
さ

れ
た
時
間
と
空
間
と
意
思
と
情
熱
の
強
さ
が
伝
わ
っ
て
き

て
、
そ
れ
こ
そ
体
の
中
が
ぞ
く
ぞ
く
し
て
く
る
の
で
す
。

一
つ
一
つ
が
人
間
の
精
魂
を
こ
め
て
つ
く
っ
た
の
で
す
と

呼
び
か
け
て
く
る
よ
う
で
何
時
間
も
観
て
い
た
く
な
る
の

で
す
。

時
に
昨
年
度
の
長
谷
川
等
伯
の
国
宝

『

松
林
図
屏
風』

に
は
魅
せ
ら
れ
て
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
ま
し
た
。
興

奮
さ
め
や
ら
ず
、
素
直
に
う
な
ず
け
た
の
で
す
。
愛
好
者

の
方
々
、
会
員
の
熱
気
で
人
垣
が
で
き
る
程
、
盛
況
で
あ
っ

た
学
芸
員
の
列
品
解
説
に
も
感
動
し
ま
し
た
し
、
特
別
講

演
会
の
聴
講
も
魅
力
的
で
し
た
。
会
員
限
定
の
特
典
も
利

用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
充
実
感
一
杯
で
す
。

そ
し
て
、
今
年
度
の
特
別
展
第
一
弾
、
長
谷
川
等
伯
展

の
�
腕
切
の
猿
伝
説
�『

枯
木
猿
猴
図』

も
同
様
に
感
動

の
一
言
で
し
た
。
私
的
な
空
間
で
自
分
の
内
面
を
の
ぞ
き

こ
ん
で
い
る
よ
う
な
世
界
が
凛
と
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で

す
。
第
二
弾
の

『

岡
本
太
郎
展』

も
、｢

芸
術
は
爆
発
ダ｣

の
発
言
を
思
い
出
し
、
期
待
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り
ま
す
。

建
物
と
美
術
が
一
体
化
し
、
中
庭
に
面
し
た
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
素
晴
ら
し
く
、
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

で
は
講
演
会
、
映
画
会
等
の
開
催
も
あ
り
ま
す
。
テ
ィ
ー

ル
ー
ム
は
語
ら
い
、
憩
い
の
場
と
し
て
お
し
ゃ
れ
な
雰
囲

気
で
す
。
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
長
谷
川
等
伯
の
作
品
が
年

代
別
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
展
覧
会
図
録
や
ハ
ガ
キ
、
グ
ッ
ズ
な
ど
の
販
売
も
あ

り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
贅
沢
な
空
間
を
よ
り
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

利
用
者
に
と
っ
て
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
美
術
館
の
あ
り
方

を
考
え
つ
つ
、
広
く
文
化
交
流
の
質
を
高
め
、
愛
さ
れ
る

七
尾
美
術
館
と
な
る
よ
う
ご
尽
力
下
さ
っ
て
い
る
職
員
御

一
同
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
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当館では平成７年の開館より､ 長谷川等伯をはじめとする能登地方にゆかりの
ある作家､ 作品の紹介を主要なテーマとして収集､ 展示活動を行ってきました｡
現在､ 当館には ｢能登ゆかりの作家作品｣ や ｢池田コレクション｣ など計約500
点の作品が所蔵されています｡
本展では所蔵品や寄託品より､ ２つのテーマで様々なジャンルの作品を紹介予
定です｡
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毎年ボローニャ市で開催される､ 世界規模の絵本原画公募展入選作品が今年もやっ
てきます｡ 絵本のために制作された５枚組みの原画は版画､ ＣＧ､ 色鉛筆､ コラー
ジュ､ 水彩､ 油彩､ 写真など様々な技法で世界中からの応募があります｡

今年は15カ国92名の個性豊かな入選作品453点に加え､ 2005ブラティ
スラヴァ世界絵本原画展でグランプリを受賞したアリレザ・ゴルドゥ
ズィヤン (イラン) の作品を27点紹介します｡
会期中には絵本づくりワークショップ ｢かんたん絵本を作ろうよ！｣

や ｢子どもアニメ上映会｣ なども行います｡

｢The Country Mouse and the City Mouse｣ クボ アヤコ
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